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5．測定性能

AIA－900を用いて、主要項目（PSAII：前立腺特異

抗原，TSH：甲状腺刺激ホルモン，FT4：遊離サイロ

キシン，E2：エストラジオール，BNP：脳性ナトリ

ウム利尿ペプチド，IgEII：免疫グログリンE）につい

て、同時再現性、日差再現性、最小検出感度および

AIA－2000との相関試験を実施した。

［1］同時再現性

同時再現性（n＝20）は各項目毎に濃度の異なる3

種類の試料（Level 1,2,3）を使用して実施した。変動

係数（CV（％））は1.40％～4.56％と良好であった

（表２参照）。

［2］日差再現性

日差再現性（n＝20）は各項目毎に濃度の異なる3

種類の試料（Level 1,2,3）を使用して実施した。変動

係数（CV（％））は1.89％～4.93％と良好であった

（表３参照）。

［3］最小検出限界（MDC）

最小検出限界 （2SD法）は各項目毎に濃度ゼロの

キャリブレーター（標準品（１））をn＝20で測定し、

得られた酵素活性＋2SD（FT4，E2に関しては競合法

であるため－2SD）の探I（環

った。各項目に度いて試

な 扜厭 （表G参照）。

［s］相関性試賢

AIA

－ 2 0 0 0 と A I A－ 9 0 0 で 測 定 し た 。 な

た（ ル 参照）。
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